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1. はじめに 
流力ANSS後刷り論文集の原稿は、このテンプレート

を使用もしくは参照して作成すること。1ページ内の本

文部分はおおよそ23字×50行×2段である。このテンプレ

ートを使用して書式を崩さないように作成した場合、

用紙サイズや1行の字数・行数などはあらかじめ設定さ

れているので意識する必要はないが、独自に作成する

場合には注意すること。 
原稿はPDFファイルに変換し、下記の提出先へ提出

期限までに提出すること。 

提出先：  https://www.jsass.jp/egk/ryuriki/ 
提出期限： 2020年10月19日（月） 

以下、表 1 に原稿フォーマットや提出方法についてま

とめた内容を示す。 
 

表 1 原稿フォーマット、および、提出方法 
原稿サイズ A4 
原稿ページ数 10 ページ以内 
講演題目 題目（和文）は 16 ポイント、中央揃えと

する。講演番号は付記しないこと。 
著者名 題目（和文）の後に 11ポイント、中央揃

えで記載する。 
所属 氏名の後に括弧付きで記載する。 
英文題目 和文著者名の後に 16ポイント、中央揃

えで記載する。 
英文著者名 英文題目に続いて 11 ポイント、中央揃

えで記載する。 
ABSTRACT 英文著者名の後に 9.5 ポイントで記載

する。 
本文文字サイズ 9.5 ポイントを基本とする。 
提出ファイル 
フォーマット 

PDFファイルに変換して下記の提出

先へ提出すること。 
提出先 https://www.jsass.jp/egk/ryuriki/ 
提出期限 2020 年 10 月 19 日（月） 

2. このテンプレートの使い方 

2.1. 書式 

2.1.1. 書式について 
このテンプレートのタイトル、著者名、本文などは

あらかじめフォントサイズなどの書式が設定されてい

る。この書式を崩さずに入力すれば一行の文字数や１

ページの行数など定められた形式が維持される。 
また、章や節、項のタイトルが長く、複数行に渡る

場合は、適当な箇所で段落に分けない改行（Shift＋
Enter）を挿入し見やすいように各自調整する。 
 
2.1.2. 書式を崩さないように入力するには 
書式を崩さないように入力するためには以下の点に

注意する。 
(1)このテンプレート以外のワードファイルから文章

をコピーして貼り付ける場合は、書式を一緒に貼り

付けないように注意する。元の文書で文字列をコピ

ーしたあと、このテンプレートに「編集」－「形式

を選択して貼り付け」コマンドの「テキスト」を選

択して貼り付けを行う。 
(2) 書式を崩してしまった場合は、段落内にカーソルを

置き、「クイックアクセスツールバー」の「スタイ

ル」ボックスで指定したいスタイルをクリックする。

または、執筆した箇所でスタイルが崩れていない段

落の書式をコピーし、崩れてしまった段落を選択し

書式のペーストをする。「スタイル」ウインドウを

常時表示し執筆すると作業し易い。 
 
3. 原稿執筆をするにあたり 

3.1. 原稿のページ数について 
原稿のページ数は10ページ以内とする。何らかの理

由により10ページを超える必要がある場合、下記のメ

ールアドレスまで問い合わせをすること。 

ikedat@chofu.jaxa.jp (ANSS事務局 担当：池田) 



 

また、1ページ内に1文字でもカラー印字の体裁とな

っている場合にはカラーページとしてカウントされる

ため、特段の必要性がない限りカラー文字は使用しな

いことが望ましい。 
 
3.2. ヘッダー・フッター 
ヘッダー・フッター部分については、何も記載しな

いこと。 
 
3.3. Abstract 

Abstractは英文とする。記載する順番は、和文題目、

和文著者名、英文題目、英文著者名の後にAbstractを記

す。 
 
3.4. 謝辞 
謝辞にはセクション番号を付けず、まとめや結論の

後に記述する。 
 
3.5. 図、表、写真 
図、表、写真については可能な限り鮮明なものを使

用する。 
図、写真のキャプションは、下部に記載し、表のキ

ャプションは上部に記載することとする。 
図、写真、表の配置は、適宜文章中に挿入する。 
図1・図2、表1・表2、写真1などのように一連番号を

付するとともに、必ず題を付ける。 
 
3.6. URL (Uniform Resource Locator) 

URLアドレスを参照する場合の記述形式は、執筆者

名、表題、発行年月、URLアドレス、参照日の順とす

ることが望ましい。また、URLはワープロソフトの機

能により自動的にハイパーリンクが付されることがあ

るが、ハイパーリンクを削除するか、文字列の下線を

外した上で黒字表記にする。 
 
3.7. 参考文献 

3.7.1. 参考文献の記述形式 
参考文献にはセクション番号を付けず、論文の最後

にまとめて掲載するものとする。また、引用した際に

は本文中の右肩に上付き数字と半角閉じかっこ「)」に

て「1)」等を付すること。 
記載方法については以下のとおりとする。 

(1) 雑誌・レポートの場合 
執筆者名，表題，雑誌名，巻数，発行年月，ページ 

(2) 書籍の場合 
執筆者（編者）名，書名，出版社名，巻（発行年），

ページ 
１つの書籍情報が2行以上にわたる場合は、2行目以

降は全角2文字分インデントして記載する。 
なお、本文中で引用している文献のみをここに挙げ

ること。 
 
謝辞 
必要に応じて記載する。 

 

参考文献 
(1) 雑誌・レポートの場合 

執筆者名，表題，雑誌名，巻数，発行年月，ページ 
(2) 書籍の場合 

執筆者（編者）名，書名，出版社名，巻（発行年），

ページ 
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